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地域経済活性化の取組について
1.基本認識

○ 我が国の置かれている状況が厳しくなる中、我が国が経済成長していくためには、全国各地
域の多様な強み・特色や潜在力を積極的に活用し、活力ある地域経済社会を築くことが重要。

○ 地域経済の再生・活性化に向け、市町村や都道府県を越えた地域間連携、さらには、国と地
域とが共創・協働し、地域の自律的発展が可能となる環境整備が必要。

○ 国際競争力・魅力の低下

○ 地域産業の衰退の懸念

○ 地域コミュニティの崩壊危機

２.地域経済活性化の課題

◆国際的に高い潜在競争力を有する成長産業への「選択と集中」、「重点支援」

◆地域の強みとつながり力を活かした地域発新事業の創出

◆域外所得を獲得できる新しい「地域の基幹産業」の育成

◆地域の特色・資源を活かし、集客力を高めた観光交流産業の育成

◆地域のつながり力を強化し、地域が抱えている生活課題へ対応

３.戦略的な対応の方向性
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国際競争力・魅力の低下
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○２年前の調査と比べても、日本のアジア内での相対的魅力度の低下は顕著。

○日本の国際競争力の弱点として指摘される点のいくつかは、地域における取組によって
も改善余地のある課題。

出典 : IMD ｢ World Competitiveness Yearbook＇2009（ ｣ よりMRI(2009)作成した資料＇赤線は経産省追記（

＜日本の国際競争力の弱点＞
（数値は、当該項目から見た全５７ヶ国における日本の国際競争力の順位、赤線は地域における取組によっても改善の余地ある課題）

総合順位 17
大分類

経済状況 24 対内直接投資ストック 56 生計費 55 対内直接投資フロー 51 交易条件 47
政府の効率性 40 法人税率 57 一般政府赤字 56 高齢化進展 55 年金制度の適切性 46
ビジネス効率性 18 起業家精神 54 管理職の国際経験 52 文化閉鎖性 45 新規事業適応性 39
インフラ 5 語学能力 55 企業からみた語学能力 55 管理職教育 34 企業ニーズに合う大学教育 34

日本の弱点＇抜粋（

＜各拠点機能ごとに、アジア地域で最も魅力を感じる国・地域＞
＇主要６ヵ国の数値のみ抽出、各拠点機能の１位、２位にマーカーを付している（

２００７年度調査 ２００９年度調査

日本 中国 インド
シンガ
ポール

韓国 香港

アジア地域統括拠点 ①23% 18% 8% 16% 4% ②20%

製造拠点 3% ①62% ②12% 2% 5% 5%

Ｒ＆Ｄ拠点 ①30% ②25% 16% 9% 4% 6%

バックオフィス ②15% ①24% ②15% 12% 5% ②15%

物流拠点 11% ①41% 8% 9% 7% ②13%

金融拠点 - - - - - -

販売拠点 - - - - - -

日本 中国 インド
シンガ
ポール

韓国 香港

アジア地域統括拠点 10% ①42% 10% ②16% 2% 13%

製造拠点 1% ①64% ②14% 2% 2% 2%

Ｒ＆Ｄ拠点 ②21% ①33% 20% 8% 4% 2%

バックオフィス 8% ①39% ②19% 15% 2% 9%

物流拠点 3% ①63% 8% ② 11% 2% 6%

金融拠点 10% ①30% 9% 21% 4% ②23%

販売拠点 7% ①50% 7% 11% 4% ②13%

）各拠点ごとに国・地域を１つ選択
）回答企業209社＇日本進出済51社含む（から無回答企業を除く百分率

＇欧州78社、北米74社、アジア57社（

）各拠点ごとに国・地域を１つ選択
）回答企業180社＇日本進出済30社含む（から無回答＇該当国なし含む（企業を除く百分率

＇欧州60社、北米60社、アジア60社（

出典：欧米アジアの外国企業の対日投資関心度調査＇経済産業省：2009年度、2007年度（



地域産業の衰退懸念
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○中部や関東とその他の地域とで、経済情勢に地域差が見られる。

○一方、地方圏の経済規模は全国の約４５％を占めており、我が国経済の成長のためには
地域経済の活性化は喫緊の課題。

出所：内閣府「県民経済年報」

地域別ＧＤＰの推移（9７年→0７年の成長率）

＇備考（東京圏：埼玉・千葉・東京・神奈川
名古屋圏：岐阜・愛知・三重
関西圏：京都・大阪・兵庫・奈良
地方圏：その他

出所：内閣府「県民経済計算」

ＧＤＰ（名目）の地域別シェア（2007年度）



地域コミュニティの崩壊危機
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○ 大都市から地方圏にわたり全国的に人口減尐過程に。特に、地方圏では急速な人口
減尐が見込まれる。

○ 地域コミュニティの主な担い手となる個人経営の事業所数は大きく下落傾向。

地域別の総人口増減数及び増減率

＇備考（総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所
「日本の都道府県別将来推計人口＇平成１９年５月推計（」により作成。
東京圏：埼玉・千葉・東京・神奈川、名古屋圏：岐阜・愛知・三重、
関西圏：京都・大阪・兵庫・奈良、地方圏：三大都市圏以外
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地域の持つ特徴の類型 地域経済の発展モデル

国際競争力拠点化モデル

地域産業集積高度化モデル

新地域基幹産業育成モデル

地域生活課題解決モデル

観光交流発展化モデル

◎国際競争の最前線で伍し我が国を牽引する先導的クラスター

の構築（例：次世代航空機ｸﾗｽﾀｰ等）
◎国内外からヒト、モノ、カネが集まるイノベーション拠点づくり
（例：九州北部・アジア産業創造拠点等）

◎地域に根ざした産業クラスターの構築
（例：北陸３県繊維クラスター、九州Ｋ－ＲＩＰ、北海道食クラスター 等）
◎産学官等ﾈｯﾄﾜｰｸによるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・新事業創出

（例：信州大学繊維学部AREC、福島医療福祉機器開発等）

◎６次産業化、農商工連携による農業の成長産業化
◎地域の核となるものづくり企業の一層の強化と効果の波及

（自立型企業・ﾋﾄﾞﾝﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ育成、海外展開等）
◎文化産業（ｺﾝﾃﾝﾂ、ﾌｧｯｼｮﾝ等の海外展開）
◎低炭素化の中で地域資源を生かした環境社会構築

（雪氷、森林等地域資源）

◎観光集客交流

＇産業観光、文化芸術・ｽﾎﾟｰﾂ・健康ツーリズムによる活性化）

◎中心市街地・商店街活性化
◎高齢者総合ｻｰﾋﾞｽ、生活インフラ事業
◎ソーシャルビジネス

世界最先端の技術力、人材等を
有する研究開発基盤や国内最高
水準の産業集積を有する地域

産学官等のネットワークや産業集積
の厚みのある地域

地域が抱えている生活課題への対
応に改善・改良の余地がある地域

有形無形の地域資源＇農業、森林、
文化、歴史、伝統工芸品、産業遺
産（や技術力などの強み・潜在力
を持つ地域

地域の特性に合った多様な地域の発展パターン
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○世界に通用する強みを最大限生かし、国内外から投資・人材を引き寄せる。
○選択と集中により、国際競争に打ち克つ拠点を形成。アジア等の海外の活

力も取り込む。

国際競争力拠点化モデル

１．コンセプト

○国内最強クラスターを核に海外の成長市場を獲得
（例）東海を中心とした次世代航空機産業クラスター連携 等

○アジア地域を睨んだ成長産業創造拠点
（例）九州北部・アジア産業創造拠点

○国内最高水準の産業集積と研究開発機能の融合
（例）京浜地区におけるライフサイエンス・環境研究開発拠点構想

○世界最先端研究開発拠点
（例）最先端研究拠点を活かしたつくばイノベーションクラスター構想

○広域経済圏（メガリージョン）として対外訴求力（ブランド力）強化
（例）グレーター・ナゴヤ・イニシアティブ

○戦略拠点：中部地域・先進ものづくり国際拠点

２．イメージ
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３．施策の方向性

○国際的にもポテンシャルの高い地域・取組を厳選し、政策資源
を集中投下

－ 世界最先端の研究開発基盤、国内最高水準の産業集積等抜群の特
長を有する拠点（５～１０箇所程度）に集中支援を実施。

－ 中部地域を中心とする次世代航空機産業クラスターなど、国際競
争の最前線で伍す我が国を牽引する先導的クラスター構築や、我が
国が国際的にも強みや高い潜在力を有する技術分野における世界最
先端研究開発拠点形成に注力。

○省庁のタテ割りを排し、世界を意識して、国と自治体の多面的
な支援を結集

－ 関係省庁・関係自治体が協働・連携し、研究開発から事業化まで
一貫した支援や産学官金の多様な主体を交えた地域内外、さらには
国外にも繋がるネットワークの強化等の支援を実施。

－ インフラや研究施設等のハード整備や人材育成、さらに規制改革
等含め、多面的な対応も検討。 ＇10（



○戦略拠点構想
－ 現在の構造改革特区制度は、①全国レベルでの規制緩和につなが

ることに躊躇して、思い切った規制緩和ができない、②真の「拠
点」とするためには、予算措置の重点化等と規制緩和を組み合わせ
ることが必要、③物理的な「区域」のみではなく、一定の要件を満
たす「担い手」に対する特例措置も必要、といった課題が存在。

－ 我が国の強みとなる環境、医療、研究開発等の分野において、地
域や主体を限定して、規制、予算等を含めた各種の支援措置を以下
のような枠組み等を通じ「戦略拠点」に総合的に展開。

Ａ．戦略的な特定地域（＝大都市圏）集中支援型
Ｂ．政策分野別トップランナー限定型
Ｃ．構造改革特区活用型
Ｄ．「担い手」認定型（機関特区）
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近畿・中国地域
中小部品加工企業

関東地域
中小部品加工企業

関東、近畿等、他の地域
と連携し総力挙げて支援

連携地域拡大中

次世代航空機産業クラスター

○中部地域の誇る日本最大の航空機産業・部品産業の集積を核に、今後成長の見込まれ
る国際市場獲得に挑戦。

○平成２３年のＪＡＸＡ飛行実験場等、産学官連携研究開発拠点に。CFRP＇炭素繊維複合
材料（等、我が国が強みを持つ技術の国際競争力を更に強化。

○ＪＡＸＡ飛行実験場、ジェット試験機導入＇H２３～（
○名古屋大学複合材工学研究センター

中部地域
中小部品加工企業

活用活用

活用
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九州北部・アジア産業創造拠点

＇13（

■環境問題広域的ソリューションのアジア展開機能

・我が国を代表する環境問題解決モデル地域の形成が進展

３つのエコタウンと２つの環境モデル都市＇北九州市等（

・環境産業クラスターのアジアとの産業交流や連携が深化

環境産業クラスター＇会員数450超（を中心として中国等アジア展開

アジアの
環境首都圏

■次世代産業アジア展開拠点機能

・自動車、ロボット産業等のメカトロニクス技術が集積

・素材産業、半導体産業等の材料、微細加工等の技術が集積

・機能性食品素材の開発、高度医療技術等の健康関連技術が集積

・水素エネルギー、石炭高度利用等の環境エネルギー関連技術が集積

アジアへの
次世代産業
展開拠点

○「アジアと近く、人材交流も盛んな地理的特徴」と「環境、素材、水素エネルギー等多様な
研究機関・産業の集積」を利用した先端産業創造拠点化。

■アジア人材の活用と日本におけるアジア向け人材の育成

・留学生が多い大学：立命館アジア太平洋大学＇2,550名 全学生の約半数（

・アジアとの交流に積極的な自治体：留学生支援センター設置＇福岡県（

世界から毎年400名を超える海外研修員の受け入れ＇北九州市 （

アジアの
人材拠点

アジア人財：IT専門教育講義



○国際競争力強化に向けて、関係省庁との連携の下、臨海部を中心に世界最先端の技術を有する
国内外の大学・研究機関及び企業等による「ライフサイエンス・環境分野」の共同研究開発を推進。

京浜地区におけるライフサイエンス・環境研究開発拠点構想

＇14（

東京都

神奈川県

品川区

大田区

川崎市

横浜市

★ 羽田空港＇再拡張・国際化（
川崎ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

環境研究開発拠点

横浜サイエンス
フロンティア

○川崎４大学＇慶大・
早大・東大・東工大（
ﾅﾉ・ﾏｲｸﾛﾌｧﾌﾞﾘｹｰｼｮ
ﾝｺﾝｿｰｼｱﾑ

基盤技術
産業の集積

○かながわサイエンス
パーク＇KSP（

○神奈川科学技術
アカデミー＇KAST（

○＇財（実験動物中央研究所

○都市型工業の推進
○国際交流拠点・産業支援拠点整備

試作開発
拠点

○産業技術総合研究所
臨海副都心センター

○横浜バイオ産業センター
＇財団法人木原記念横浜生命科学振興財団（

○理化学研究所
横浜研究所

医薬産業

○ライフサイエンス研究拠点とイン
キュベーション機能

・医療機器・バイオ関連ベンチャー育成

・治験を含む医療研究拠点

○かずさアカデミアパーク



バイオ関連技術・製品市場

大手製薬メーカー

ものづくり中小企業

創薬ベンチャー

創薬支援ベンチャー

医療機器メーカー

ものづくり技術

医療ニーズ
技術シーズ

創薬シーズ

支援技術

創薬ニーズ

技術ニーズ

医療機器 創薬

共同研究開発
アライアンス 販路開拓

イノベーション創出

医療関係者
大学・研究機関

関西のバイオ集積と健康長寿産業創出

○ 関西地域には、ライフサイエンス分野での世界最先端の研究施設が集積

○ 経済産業局、自治体、支援機関、大学、研究機関等が一体となり、創薬、再生医療、医療機器等の
各分野において、次世代の健康長寿社会を実現する産業を創出する拠点を形成

他地域・海外連携支援
• ポータルサイトによる情報発信
• 他地域・海外クラスターとの連携促進
• 海外ミッション団派遣 等

事業化・販路開拓支援
• 技術シーズ公開会
• バイオビジネスマッチング
• 展示会出展支援 等

ものづくり中小企業等の業参入支援
• 次世代医療システム産業化フォーラム
• 先端計測・マテリアルセミナー
• 医工連携人材育成事業 等

海外市場へ

）下記4府県で構成する「関西地域健康長寿関連産業
広域基本計画」を企業立地促進法に基づき平成22年
3月25日付けで同意。

・滋賀県 【機能性食品、アグリバイオ分野】
・京都府 【医療・先端解析機器、バイオ材料分野】
・大阪府 【創薬・創薬支援サービス】
・兵庫県 【再生医療、医療機器分野】
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次世代自動車クラスターネットワークの形成

○ＥＶ化、ＩＴ化に対応し、中部の強み＇パワエレ、組込みソフト等の先進的電装部品・技術 の集積、愛
知万博等先進的ＩＴＳへの取組（を基盤に、全国の次世代自動車クラスターをネットワーク化、ハブ拠
点形成を推進

＜活動内容＞
１．地域中小企業のイノベーション促進

将来のＥＶ化、ＩＴ化に対応し、大学等を拠点に、全国のすそ野
産業向けに、ニーズ情報の発信＇セミナー等（、マッチング機会
の提供、人材育成等を実施。

２．地域実証モデル事業

日本型自動車活用スマートグリッド構想を推進し、全国発信
するとともに、全国各地のモデル事業を情報収集・評価面から
支援。

３．国際フォーラムの開催

東北自動車クラスター

中国自動車クラスター

次世代ビークル研究開発拠点
【名古屋大学】

＇Ｈ２１年 補正で整備（

先進的画像処理技術等

中部地域
次世代自動車を巡る、ニーズ・シーズの

マッチング、人材育成の機会を提供

軽量化材料産業
パワエレ・組込みソフト等電装部品産業

ＩＴＳ等関連サービス産業

電池技術等
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先端研究拠点を活かしたつくばイノベーションクラスター構想

＇17（

○「つくば」において構築する世界的なナノテク研究拠点＇つくばイノベーションアリーナ（を
コアに、他分野を含め国内外の研究機関・企業開発拠点を誘致し、サポーティングインダスト
リー＇基盤技術を支える中小企業群＇以下、サポイン（（やユーザーとの連携を強化。

○国際的産学官連携ネットワークを拡げ、最先端技術の事業化を促進、新事業・雇用を創出。

茨城空港
つくばエクスプレス

茨城港

成田空港

東京

国＇総務省・国交省・文科省・経済省等（
茨城県・つくば市の総力戦！

物材機構

高エネ研
筑波大

経団連

サポーティングインダストリー

・インターナショナル・スクール、公共機関での
多国語対応等生活面での支援

・共同研究促進、サポインと連携
・多様な主体のネットワーク化支援 等

基礎研究

応用研究

事業化

事業化

人材育成

つくばイノベー
ションアリーナ＇ＴＩ

Ａ（

内外大手企業研究開発拠点

事業化に至る全てを『Under Ｏne Ｒoof』に！

産総研
農研機構

試作・開発面で連携

京浜

ＴＡＭＡ

北関東自動車道､圏央道による時間的近接

時
間
・
空
間
と
も
に
近
接

海外と連
携

サポインと
連携

感性と
連携



○大都市を中核とした広域経済圏「メガ・リージョン」という経済単位による企業や人材を引き
つける国際競争が活発化。

○国際競争力を有した拠点の存在が成否を分ける。

グレーター・ナゴヤ・イニシアティブ

・名古屋を中心とする愛知、岐阜、三重の３県にまたがるエリアを、「グレーター・ ナゴ
ヤ」の統一ブランドのもと、自治体、経済界等地域を挙げて、「広域経済圏」としての地域の
魅力を海外に発信。

・グレーター・ナゴヤ・イニシアティブ協議会＇ＧＮＩＣ（〈会長：日本ガイシ(株) 柴田会長〉を設

立し、外国企業のビジネスマッチングや事業立ち上げ支援など、対日投資促進、国際経済
交流等の支援に取り組む。

・これまでに、７０社に及ぶ外国企業進出、１，５００件超の外国企業とのビジネスマッチング
を創出。

「グレーター・ナゴヤ」とは名
古屋市を中心に半径約１００
km圏の愛知、岐阜、三重の
３県にまたがる経済圏。

航空機分野 自動車分野

医療機器分野
農商工連携、
観光分野
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中部地域
部品加工企業等

活用

関西地域
電池技術等

医療機器等新規分野
への展開支援

＇19（

活用

中部地域
次世代自動車を巡る、ニーズ・シーズの

マッチング、人材育成の機会を提供
軽量化材料産業

パワエレ・組込みソフト等電装部品産業
ＩＴＳ等関連サービス産業

次世代自動車産業

ﾄﾖﾀ自動車(株)、中部
電力(株)等による
ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ実証事業

次世代ビークル研究開発拠点
【名古屋大学】

＇Ｈ２１年 補正で整備（

先進的画像
処理技術等

東北地域
自動車クラスター

中国地域
自動車クラスター近畿・中国地域

部品加工企業等

活用

名大、名工大、金工大
が連携して共同研究

次世代航空機産業

○ＪＡＸＡ飛行実験場、ジェット試験機導入＇H２３～（
○名古屋大学複合材工学研究センター

関東地域
部品加工企業等

素形材、メカトロ、ロボット技術等サポーティングインダストリー群

○中部地域の誇る日本最大の自動車産業や航空機産業・部品産業の集積を核に、先導的クラスターとして、優れたｻﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞｲﾝ
ﾀﾞｽﾄﾘｰ群をベースに、大学等との共同研究開発・事業化、他ブロックの集積との連携を図ると共に、物流機能強化、海外との交
流・対内投資促進等総合的に取り組むことにより、今後成長の見込まれる市場へ挑戦。

○港湾・空港等インフラ機能の強化：
今後見込まれる物流量＇自動車部品や完成車等（の増加に対応すべく、名古屋港、中部国際空港等における物流機能の強化

を図るとともに、ＪＡＸＡの飛行試験設備の県営名古屋空港への設置による航空機産業の国際競争力拠点として機能強化を推進。
○グレーターナゴヤイニシアティブ：

外国企業のビジネスマッチングや事業立ち上げなど、広域連携により、対日投資促進、国際経済交流等を推進。

物流機能強化等
総合的な取組で

国際競争力を強化

＜名古屋港＞
・IT自動化ターミナルの拡大
・民の知恵と資金の活用 等

＜中部国際空港＞
・物流リードタイム・コストの縮
減 等

経済省・文科省の合同委
員会を設け、連携支援

＇文科省支援（

・大学向け産学
共同研究支援

等

＇経産省支援（

・ネットワーク形
成・マッチング
・海外販路 等

先導的クラスター

戦略拠点：中部地域・先進ものづくり国際拠点


